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青
年
部
あ
か
ぼ
り
支
部
　
森
下 

健
一
郎 

さ
ん

                 

（
表
紙
の
紹
介
は
裏
表
紙
）

フォローや
「いいね」を
お願いします

10月・11月は国消国産月間です！
「国産」を積極的に食べて応援しましょう！

ＪＡ佐波伊勢崎公式Instagram 更新中！

JA佐波伊勢崎

J
A
共
済 

書
道
・
交
通
安
全
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
者

佐波伊勢崎農業協同組合

-2023-

産
業
祭
の
季
節
が
や
っ
て
き
ま
し
た
！

定
款
変
更
に
よ
る
出
資
口
数
の
最
高
限
度
の
変
更
に
つ
い
て
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書
道
・
交
通
安
全
ポ
ス
タ
ー

コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
者

　

夏
休
み
の
課
題
で
、
J
A
管
内
の
小
・

中
学
校
か
ら
作
品
を
募
集
し
た
J
A
共
済

書
道
・
交
通
安
全
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

入
賞
者
が
、次
の
皆
さ
ん
に
決
ま
り
ま
し

た
。お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

な
お
、応
募
総
数
は
7
，0
5
4
点
で

し
た
。　
　
　

       　

  

（　）
は
学
年
、敬
称
略

伊
勢
崎
地
区

北
小
＝
長
沼
昊
⑴
／
萩
原
琉
夢
⑵
／
塩
谷
百
香
⑶
／

山
田
樹
⑷
／
山
口
天
寧
⑸
／
正
田
大
貴
⑹
南
小
＝
細

谷
健
人
⑴
／
宮
島
花
乙
李
⑵
／
田
島
颯
士
⑶
／
渡
部

茜
音
⑷
／
酒
井
琉
梨
愛
⑸
／
古
川
咲
花
⑹
殖
蓮
小
＝

八
木
寛
太
⑴
／
宇
野
愛
海
⑵
／
神
谷
一
星
⑶
／
村
上

瑠
姫
奈
⑷
／
神
尾
杏
奈
⑸
／
鹿
沼
心
陽
⑹
茂
呂
小
＝

細
木
一
⑴
／
新
山
咲
南
⑵
／
山
田
明
空
⑶
／
森
美
結

⑷
／
菊
池
紗
史
⑸
／
平
岡
杏
理
⑹
三
郷
小
＝
佐
藤
慈

恩
⑴
／
佐
野
芽
愛
⑵
／
島
﨑
夏
帆
⑶
／
杉
本
悠
真
⑷

／
小
川
妃
彗
⑸
／
猪
熊
桃
香
⑹
宮
郷
小
＝
藤
倉
美
月

⑴
／
金
井
智
稚
⑵
／
小
野
結
衣
⑶
／
高
瀬
明
紗
⑷
／

髙
山
伊
楽
⑸
／
田
中
凛
⑹
宮
郷
第
二
小
＝
岸
野
元
⑴

／
岡
幸
穂
⑵
／
五
十
嵐
陸
⑶
／
金
子
陽
斗
⑷
／
岡
千

寛
⑸
／
横
田
一
花
⑹
名
和
小
＝
水
戸
陽
貴
⑴
／
西
𠩤

楓
華
⑵
／
栗
原
も
え
⑶
／
武
井
汐
穂
⑷
／
大
沼
咲
絢

⑸
／
富
澤
心
⑹
豊
受
小
＝
松
波
杏
和
⑴
／
斎
藤
彩
里

⑵
／
中
島
実
咲
⑶
／
小
澤
つ
ぐ
み
⑷
／
竹
澤
茉
由
⑸

／
谷
沢
芽
生
⑹
北
第
二
小
＝
米
村
郁
人
⑴
／
亀
山
大

雅
⑵
／
米
村
咲
来
⑷
／
村
田
優
那
⑸
／
靜
希
⑹
殖
蓮

第
二
小
＝
髙
草
木
美
晴
⑴
／
田
島
巧
翔
⑵
／
中
村
海

音
⑶
／
櫻
澤
采
那
⑷
／
コ
デ
ィ
レ
ロ
カ
リ
ア
⑸
／
田

島
侑
河
⑹
広
瀬
小
＝
白
石
み
ず
ほ
⑴
／
村
上
慶
人
⑵

／
関
根
優
心
⑶
／
中
島
麻
陽
⑷
／
中
村
心
美
⑸
／
髙

木
咲
太
郎
⑹
坂
東
小
＝
橋
本
澪
果
⑴
／
木
村
結
愛
⑵

／
橋
本
柚
果
⑶
／
板
垣
汐
莉
⑷
／
小
此
木
陽
葵
⑸
／

板
垣
明
莉
⑹
第
一
中
＝
澤
入
柚
月
⑴
／
山
口
夏
凜
⑵

／
藤
井
緋
陽
俐
⑶
第
二
中
＝
村
上
円
香
⑴
／
谷
川
耀

慈
⑵
／
西
川
百
香
⑶
第
三
中
＝
岩
﨑
沙
彩
⑴
／
工
藤

亜
衣
理
⑵
／
新
井
穂
⑶
第
四
中
＝
髙
橋
月
翠
⑴
／
金

井
琉
莉
⑵
／
鈴
鹿
由
真
⑶
殖
蓮
中
＝
髙
𣘺
沙
彩
⑴
／

齋
藤
楓
華
⑵
／
新
井
璃
子
⑶
宮
郷
中
＝
木
島
小
遙
⑴

／
矢
野
実
桜
⑵
／
高
山
綺
楽
⑶
四
ツ
葉
学
園
中
等
部

＝
今
野
真
優
⑴
／
蓮
沼
明
愛
⑵
／
田
村
璃
子
⑶

東

地

区

あ
ず
ま
小
＝
本
木
蘭
子
⑴
／
岩
﨑
叶
凛
⑵
／
長
沼
大

雅
⑶
／
中
嶋
百
愛
⑷
／
佐
藤
蘭
⑸
／
中
嶋
咲
愛
⑹
あ

ず
ま
南
小
＝
星
野
真
緒
⑴
／
諸
星
茉
耶
⑵
／
星
野
里

梨
愛
⑶
／
佐
俣
椋
香
⑷
／
佐
藤
奈
央
⑸
／
山
上
大
翔

⑹
あ
ず
ま
北
小
＝
川
村
和
也
⑴
／
林
秀
衛
⑵
／
外
谷

希
栞
⑶
／
今
泉
晴
菜
⑷
／
藤
生
ひ
ま
り
⑸
／
大
來
千

紘
⑹
あ
ず
ま
中
＝
阿
久
津
綸
那
⑴
／
岡
本
真
拓
⑵
／

鈴
木
雄
弘
⑶

境

地

区

境
小
＝
今
井
聡
心
⑴
／
佐
藤
寿
輝
⑵
／
小
此
木
香
南

⑶
／
加
川
美
羽
⑷
／
五
味
葉
月
⑸
／
大
橋
真
希
⑹
境

采
女
小
＝
月
田
帆
乃
華
⑴
／
根
岸
花
妃
⑵
／
淺
川
紗

世
⑶
／
橋
本
凜
⑷
／
松
下
陽
俐
⑸
／
今
井
詩
月
⑹
境

剛
志
小
＝
戸
田
莉
陽
人
⑴
／
井
上
聡
太
⑵
／
櫻
井
友

希
⑶
／
柴
岡
柚
稀
⑷
／
八
木
菜
月
⑸
／
田
島
優
衣
⑹

境
東
小
＝
中
嶋
奏
来
⑴
／
小
林
康
介
⑵
／
藤
崎
ひ
な

た
⑶
／
鈴
木
心
絆
⑷
／
小
林
莉
緒
⑸
／
永
田
美
柚
⑹

境
南
中
＝
池
田
悠
真
⑴
／
小
林
珠
里
⑵
／
須
藤
美
咲

⑶
境
北
中
＝
田
畑
結
月
⑴
／
須
田
ひ
ま
り
⑵
／
髙
田

麻
衣
⑶
境
西
中
＝
谷
田
部
咲
姫
⑴
／
小
泉
柚
月
⑵
／

髙
木
勇
羽
⑶

玉
村
地
区

玉
村
小
＝
石
橋
柚
季
⑴
／
五
十
嵐
來
梛
⑵
／
重
田
優

那
⑶
／
大
島
優
美
⑷
／
浅
見
桃
⑸
／
戸
塚
瑠
花
⑹
上

陽
小
＝
藤
生
栄
汰
⑴
／
小
島
彩
⑵
／
渡
邉
佑
樹
⑶
／

八
木
悠
稀
⑷
／
星
名
悠
之
介
⑸
／
新
井
美
結
⑹
芝
根

小
＝
那
波
心
春
⑴
／
嶋
田
望
波
⑵
／
岩
田
美
心
⑷
／

山
口
結
彩
⑸
／
那
波
花
音
⑹
玉
村
中
央
小
＝
青
木
楓

花
⑴
／
内
田
愛
菜
⑵
／
関
口
寛
菜
⑶
／
赤
岩
寧
音
⑷

／
相
原
ま
こ
⑸
／
吉
田
彩
倖
⑹
玉
村
南
小
＝
中
島
蘭

⑴
／
重
田
陽
音
⑵
／
島
﨑
智
⑶
／
戸
田
美
織
⑷
／
鈴

木
さ
く
ら
⑸
／
茂
木
陽
雲
⑹
フ
ェ
リ
ー
チ
ェ
玉
村
国

際
小
＝
植
木
美
結
⑴
／
福
島
新
太
⑵
／
青
木
佳
穂

⑶
／
星
野
佑
仁
⑷
／
深
町
慶
登
⑸
／
下
境
喜
愛
來
⑹

玉
村
中
＝
萩
原
心
音
⑴
／
堺
莉
杏
⑵
／
金
澤
凛
香
⑶

玉
村
南
中
＝
山
越
咲
空
⑴
／
栗
原
愛
結
乃
⑵
／
中
村

姫
彩
⑶

赤
堀
地
区

赤
堀
小
＝
小
池
優
雅
⑴
／
岡
安
風
薫
⑵
／
境
野
綴
美

⑶
／
松
本
瑞
生
⑷
／
五
十
嵐
宇
乃
⑸
／

地
咲
和
⑹

赤
堀
東
小
＝
小
沼
愛
以
子
⑴
／
加
藤
美
温
⑵
／
保
母

都
凪
⑶
／
石
原
孝
汰
⑷
／
腰
塚
透
真
⑸
／
新
井
眞
優

⑹
赤
堀
南
小
＝
加
藤
賜
⑴
／
堀
心
陽
⑵
／
山
谷
結
円

⑶
／
清
水
梨
有
⑷
／
根
岸
萌
花
⑸
／
江
原
汐
音
⑹
赤

堀
中
＝
松
本
詩
穂
里
⑴
／
福
田
彩
七
⑵
／
杉
木
若
菜

⑶伊
勢
崎
地
区

北
小
＝
林
凌
太
郎
⑴
／
森
村
の
の
か
⑵
／
阿
久
澤
愛

莉
⑶
／
長
沼
昊
輝
⑷
／
山
口
天
寧
⑸
／
正
田
大
貴
⑹

南
小
＝
神
坂
衣
都
⑷
／
小
林
唯
花
⑸
殖
蓮
小
＝
鴨
田

あ
か
り
⑴
／
亀
井
華
⑵
／
佐
藤
果
穂
⑶
／
桐
渕
佑
太

⑷
／
鈴
木
陸
斗
⑸
／
星
野
芽
依
⑹
茂
呂
小
＝
石
原
芭

梛
⑴
／
黒
岩
妃
菜
花
⑵
／
松
島
央
典
⑶
／
森
美
結
⑷

／
松
島
愛
由
美
⑸
／
平
岡
杏
理
⑹
三
郷
小
＝
鹿
沼
恵

莉
保
⑴
／
石
井
友
彩
⑵
／
川
﨑
妃
奈
乃
⑶
／
杉
本
悠

真
⑷
／
幸
田
翼
沙
⑸
／
安
部
こ
の
は
⑹
宮
郷
小
＝
金

子
史
弥
⑴
／
小
林
羽
琉
⑵
／
橋
詰
茉
彩
⑶
／
高
瀬
明

紗
⑷
／
柿
沼
咲
花
⑸
／
坂
本
仁
⑹
宮
郷
第
二
小
＝
松

村
駿
⑶
／
堀
心
愛
月
⑷
／
吉
山
陽
花
⑸
／
津
久
井
詩

乃
⑹
名
和
小
＝
小
関
奏
佑
⑴
／
中
澤
琴
⑵
／
小
関
花

琉
⑶
／
佐
藤
新
奈
⑷
／
石
川
り
る
⑸
／
茂
木
愛
歩
⑹

豊
受
小
＝
井
上
昇
馬
⑴
／
馬
場
梢
⑵
／
須
田
ひ
な
の

⑶
／
大
澤
美
月
⑷
／
髙
栁
陽
詩
⑸
／
多
賀
谷
柚
愛
⑹

書
道
条
幅
の
部

書
道
半
紙
の
部
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ポ
ス
タ
ー
の
部

▲書道の審査

北
第
二
小
＝
森
結
加
⑵
／
小
暮
隆
太
⑶
／
大
賀
瑛
太

⑷
／
岸
琴
祢
⑸
／
森
早
希
⑹
殖
蓮
第
二
小
＝
須
永
華

乃
⑶
／
新
井
陽
万
里
⑷
／
古
郡
颯
⑸
／
毒
島
彩
華
⑹

広
瀬
小
＝
小
宮
燈
⑵
／
関
根
優
心
⑶
／
宮
沢
祐
寿
歩

⑷
／
武
井
文
哉
⑸
／
今
井
真
紘
⑹
坂
東
小
＝
野
村
実

花
⑴
／
野
村
優
月
⑶
／
平
井
陽
彩
⑷
／
御
供
明
愛
⑸

／
入
澤
勇
気
⑹
第
一
中
＝
石
原
彩
芭
⑴
／
山
口
夏
凜

⑵
／
藤
井
緋
陽
俐
⑶
第
二
中
＝
清
田
美
杏
⑴
／
関
根

由
雛
⑵
／
新
井
ふ
わ
り
⑶
第
三
中
＝
菜
花
夢
愛
⑴
／

松
本
和
華
⑵
／
新
井
穂
⑶
第
四
中
＝
西
村
空
⑴
／
金

井
琉
莉
⑵
／
西
村
も
も
⑶
殖
蓮
中
＝
髙
𣘺
沙
彩
⑴
／

髙
橋
由
衣
⑵
／
村
上
萌
瑠
亜
⑶
宮
郷
中
＝
千
葉
朔
⑴

／
土
屋
ひ
ま
り
⑵
／
今
井
心
花
⑶
四
ツ
葉
学
園
中
等

部
＝
今
野
真
優
⑴
／
蓮
沼
明
愛
⑵
／
川
畑
風
佳
⑶

東

地

区

あ
ず
ま
小
＝
大
森
天
翔
⑴
／
長
沼
大
雅
⑶
／
黒
澤
海

月
樹
⑷
／
佐
藤
蘭
⑸
／
野
口
愛
菜
⑹
あ
ず
ま
南
小
＝

山
田
ひ
よ
り
⑵
／
高
橋
縁
⑶
／
生
形
灯
麻
⑷
／
植
杉

蒼
乃
⑸
／
吉
澤
千
桜
⑹
あ
ず
ま
北
小
＝
林
秀
衛
⑵
／

外
谷
希
栞
⑶
／
深
町
美
音
⑷
／
外
谷
唯
果
⑸
／
大
來

千
紘
⑹
あ
ず
ま
中
＝
須
藤
陸
翔
⑴
／
生
方
萌
々
果
⑵

／
齋
藤
亮
大
⑶

境

地

区

境
小
＝
布
施
慶
一
⑴
／
阿
久
津
光
成
⑶
／
刈
間
梨
乃
⑷

／
田
代
光
里
⑸
／
大
塚
愛
梨
⑹
境
采
女
小
＝
月
田
帆

乃
華
⑴
／
小
林
源
⑵
／
𠮷
田
和
夏
⑶
／
橋
本
凜
⑷
／

持
木
青
空
⑸
／
須
田
莉
子
⑹
境
剛
志
小
＝
白
根
杏
南

⑴
／
門
田
幸
太
郎
⑵
／
柏
原
希
杏
⑶
／
岡
崎
心
春
⑷

／
中
島
慶
人
⑸
／
田
島
優
衣
⑹
境
東
小
＝
古
畑
杏
華

⑴
／
田
部
井
柊
乃
⑵
／
藤
崎
ひ
な
た
⑶
／
阿
左
美
一

貴
⑷
／
小
野
柚
葵
⑸
／
斎
藤
萌
々
香
⑹
境
南
中
＝
岸

愛
華
⑴
／
設
楽
乃
愛
⑵
／
豊
島
咲
愛
紗
⑶
境
北
中
＝

生
形
寧
菜
⑴
／
須
田
ひ
ま
り
⑵
／
髙
田
麻
衣
⑶
境
西

中
＝
半
田
彗
⑴
／
小
嶋
ゆ
め
⑵
／
小
此
木
ひ
な
た
⑶

玉
村
地
区

玉
村
小
＝
若
井
涼
華
⑶
／
春
山
汰
生
⑷
／
木
村
桜
⑸

／
畠
山
穣
⑹
上
陽
小
＝
髙
橋
綾
⑵
／
戸
澤
嵐
馬
⑶
／

戸
神
ひ
か
り
⑷
／
栗
夢
叶
⑸
／
新
井
美
結
⑹
芝
根
小

＝
齋
藤
心
葵
⑷
玉
村
中
央
小
＝
関
口
す
み
れ
⑵
／
鈴

木
詩
織
⑶
／
牛
嶋
剣
進
⑷
／
太
田
柑
奈
⑸
／
矢
内
里

奈
⑹
玉
村
南
小
＝
中
島
蘭
⑴
／
國
峯
怜
奈
⑵
／
中
島

雅
⑶
／
横
山
実
久
⑷
／
猪
野
拓
未
⑸
フ
ェ
リ
ー
チ
ェ

玉
村
国
際
小
＝
石
井
優
衣
⑶
玉
村
中
＝
石
田
柚
希
⑴

／
堺
莉
杏
⑵
／
羽
鳥
丹
瑚
⑶
玉
村
南
中
＝
萩
原
美
空

⑴
／
野
口
良
菜
⑵
／
横
山
莉
央
⑶

赤
堀
地
区

赤
堀
小
＝
佐
塚
紬
⑴
／
小
野
崎
文
乃
⑵
／
六
本
木
桃

花
⑶
／
松
本
瑞
生
⑷
／
五
十
嵐
宇
乃
⑸
／
金
子
真
里

奈
⑹
赤
堀
東
小
＝
田
村
心
希
⑸
／
森
萌
彩
子
⑹
赤
堀

南
小
＝
江
原
唯
斗
⑵
／
奈
良
成
将
⑶
／
菊
池
陽
奈
⑷

／
畠
山
怜
士
⑸
／
江
原
汐
音
⑹
赤
堀
中
＝
関
口
真
央

⑴
／
福
田
彩
七
⑵
／
鈴
木
沙
也
佳
⑶

伊
勢
崎
地
区

北
小
＝
西
村
え
い
み
⑴
／
増
山
亜
瑚
⑵
／
長
咲
凜
⑶

／
佐
藤
琉
輝
空
⑷
／
川
端
七
楓
⑸
／
小
池
貴
大
⑹
南

小
＝
本
多
茉
奈
⑵
／
帶
刀
椿
愛
⑶
／
市
川
紗
綾
⑷
／

原
紬
⑹
殖
蓮
小
＝
小
暮
紗
葵
⑷
／
村
上
祐
翔
⑸
／
田

中
悠
翔
⑹
豊
受
小
＝
又
吉
愛
美
⑴
／
西
田
好
花
⑶
／

五
十
嵐
愛
莉
⑷
／
𠮷
村
羽
琥
⑸
／
谷
沢
芽
生
⑹
北
第

二
小
＝
渡
邊
月
羽
⑴
／
阿
久
津
礼
⑵
／
須
藤
由
衣
⑶

／
茂
木
駕
空
⑷
殖
蓮
第
二
小
＝
Ｄ
Ｅ
Ｌ 

Ａ
Ｇ
Ｕ
Ｉ
Ｌ

Ａ 

Ｃ
Ｏ
Ａ
Ｑ
Ｕ
Ｉ
Ｒ
Ａ 

Ｔ
Ｈ
Ｉ
Ａ
Ｇ
Ｏ 

Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ｈ

Ｉ
Ｏ
⑵
／
新
井
陽
万
里
⑷
／
福
西
心
優
⑸
／
五
十
嵐

真
斗
⑹
広
瀬
小
＝
清
水
一
心
⑴
／
田
中
葉
月
⑵
／
福

田
理
奈
⑶
／
清
水
ル
キ
ア
⑷
／
新
山
幹
也
⑸
／
福
田

奈
々
⑹
第
一
中
＝
亀
澤
陽
香
⑴
／
小
池
恵
生
⑵
／
茂

木
陽
誠
⑶
第
二
中
＝
田
端
恭
一
⑴
／
中
村
圭
吾
⑵
／

橋
本
健
人
⑶
殖
蓮
中
＝
渋
沢
莉
子
⑴
／
笹
間
咲
桜
⑵

東

地

区

あ
ず
ま
南
小
＝
田
代
充
希
⑴
／
岩
井
杏
奈
⑵
／
山
谷

苺
華
⑶
／
酒
井
優
衣
⑷
／
尾
内
優
羽
⑸
／
星
野
珠
里

⑹
あ
ず
ま
中
学
校
＝
大
野
鈴
⑵

境

地

区

境
采
女
小
＝
梶
塚
大
翔
⑴
／
弥
勒
寺
和
⑵
／
髙
木
咲

彩
⑶
／
金
子
理
彩
⑷
／
須
永
唯
⑸
／
畑
野
有
咲
⑹
境

剛
志
小
＝
飯
島
怜
音
⑷
／
荒
井
翔
葵
⑸
／
小
林
陽
翔

⑹
境
南
中
＝
釼
持
美
羽
⑵
／
杉
本
健
彦
⑶
境
北
中
＝

須
永
美
羽
⑴
／
堀
越
琉
乃
⑵
／
髙
田
麻
衣
⑶
境
西
中

＝
皆
川
ア
ユ
メ
⑴
／
橋
本
理
叶
⑵

玉
村
地
区

玉
村
小
＝
石
沢
優
太
⑴
／
石
井
愛
子
⑵
／
橋
爪
海
琴

⑶
／
大
脇
陽
菜
⑷
／
永
井
心
結
⑸
／
高
橋
美
桜
⑹
玉

村
中
央
小
＝
扇
原
咲
稀
⑴
／
山
﨑
稜
平
⑵
／
青
木
琉

斗
⑶
／
鈴
木
榛
馬
⑷
／
加
藤
真
琴
⑸
／
羽
鳥
紡
希
⑹

フ
ェ
リ
ー
チ
ェ
玉
村
国
際
小
＝
清
水
蒼
都
⑴
／
千
輝

真
梨
英
⑵
／
石
井
優
衣
⑶
／
小
板
橋
愛
⑷
／
小
澤
歩

生
⑸
／
下
境
喜
愛
來
⑹

赤
堀
地
区

赤
堀
小
＝
松
村
杏
咲
⑴
／
新
井
怜
奈
⑵
／
宮
原
蓮
⑶

／
佐
塚
新
萌
⑷
／
金
谷
南
緒
⑸
／
栗
原
有
真
⑹
赤
堀

東
小
＝
二
階
堂
月
乃
⑴
／
鈴
木
澪
樹
⑵
／
小
林
美
桜

⑶
／
吉
原
聖
真
⑷
／
登
山
凛
⑸
／
後
藤
萌
杏
⑹
赤
堀

中
＝
茂
木
晄
人
⑵

▲ポスターの審査
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各 地 の 話 題

▲参加者と意見交換をする小川さん

▲あいさつする岡芹広志副部会長

JAさが視察
8月17日、農畜産課はＪＡさが・ＪＡ全農職員ら

の視察を受け入れ、7人が参加しました。
玉村地区で和牛繁殖経営をしている川端浩二さ

んの牛舎などを視察したのち、あずま営農センタ
ーで研修会を開きました。

研修会では、和牛繁殖経営をしている（株）小川
ファームの小川惠弘さんが参加者と、経営内容や
規模を共有しました。ほ場の現地視察なども行
い、麦わらの活用方法や農業用機械の性能を活か
し、効率を上げる農作業などを説明しました。畜産クラスター協議会通常総会

8月18日、JA佐波伊勢崎畜産クラスター協議会
は本店で第９回通常総会を開き、会員６人が参加し
ました。

協議会では畜産クラスター事業を行っており、
地域の畜産の収益性の向上を図る計画を立て、知
事に認定された計画の成果目標を達成するために
施設や機械等を導入しています。

総会では、令和５年度役員改選についてなど全
ての議案が承認されました。また、公益社団法人
群馬県畜産協会の加藤康義さんを招き、事業のポ
イントなどを説明しました。

８月28日、佐波伊勢崎農協畜産青年部は栃木県
で全体研修会を開き、部員や関係者ら７人が参加
しました。

研修会では、株式会社畜産経営研究所の大田原
繁殖農場と湯津上農場を視察し、繁殖・肥育の一
貫生産体制や飼養管理などを学びました。

視察者の来場も多いため、農場では特に「清潔さ」
に気を遣い、牛にストレスを与えないような飼い
方を心がけています。畜舎の設備や飼料について
など、積極的に意見交換を行いました。

畜産青年部全体研修会

8月30日、ＪＡ佐波伊勢崎園芸協議会ほうれんそ
う部会はＪＡセンターさかいで、露地ほうれんそう
栽培講習会を開き、生産者38人が参加しました。

講習会では、伊勢崎地区農業指導センターや種
苗会社、ＪＡ全農ぐんまが栽培管理や品種の特徴
について説明しました。

栽培のポイントとして、肥料の入れすぎを防ぐ
ために土壌診断を行う、病害虫発生前から予防的
に登録農薬を散布するなどを呼びかけました。

露地ほうれんそう栽培講習会

飛翔飛翔 −2023.10− −2023.10− 4



T o p i c s

▲当JA役員（中央）と研修生・関係者の皆さん

農事組合法人運営支援研修会
９月４日・11日、佐波伊勢崎集落営農法人連絡

協議会は本店とたまむら支店で、10月から導入さ
れるインボイス制度（適格請求書等保存方式）に
ついて農事組合法人運営支援研修会を開き、25法
人が参加しました。

今回は他法人の状況把握や意見交換を兼ねて、経
営体やエリアが近い複数の法人を集めて行いました。

研修会では、JAや伊勢崎地区農業指導センタ
ー、行政など関係機関の職員と法人の代表者が制
度対応の進捗などについて話し合いました。年明
けには個別の相談会を予定しています。インドネシア研修生視察

9月7日、当JAはインドネシアの農家や普及指導
員など研修生15人の視察研修を受け入れました。

この研修はアジア農業協同組合振興機関（IDACA）
が行うインドネシア国官民協力による農産物流通
改善プロジェクトのひとつです。

研修生は本店やさかい営農センター、境地区のほ場
を見学し、JAの概要や生産部会の活動などを学びま
した。また、農家へのサポート体制やTACについてな
ど様々な質問が挙がり、役職員やJA佐波伊勢崎園芸
協議会さかい支部の荒井勝支部長が対応しました。

８月７日から９月11日にかけて、JA佐波伊勢
崎園芸協議会及び直売協議会は各地区で、農産物
適正生産管理研修会を開き、両会の会員あわせて
780人が参加しました。

研修会では「農薬の適正使用と危害防止対策に
ついて」と題し、使用基準の遵守や農薬飛散（ド
リフト）防止などを呼びかけました。また、生産
履歴システムやインボイス制度、収入保険制度に
ついても共有しました。

今後も、消費者の皆様に安全・安心な青果物を
提供していきます。

農産物適正生産管理研修会

9月12日、ファーマーズマーケットからか～ぜは
JA甘楽富岡の直売所生産者組織役員や役職員ら20
人の視察を受け入れました。

JA甘楽富岡は生産者の高齢化や昨今の急激な販
売環境の変化を受け、売上の維持・拡大の取り組
み強化を図っています。その一環として「県内JA
直売所視察研修会」を行い、群馬県内の先進的な
直売所を視察しました。

参加者はからか～ぜの店内やバックヤードを見
学し、森村孝利代表理事組合長や小保方史江店長
と売上・集客の増加に向けた取り組みについて意
見交換をしました。

JA甘楽富岡視察
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各 地 の 話 題

第1回フレッシュ農業セミナー
９月７日、佐波伊勢崎地域担い手育成総合支援協

議会は本店で、令和５年度第１回フレッシュ農業
セミナーを開き、新規就農者３人が参加しました。

第１回はＪＡ全農ぐんまから講師を招き、農薬の
基礎知識について学びました。セミナーは全４回
を予定し、農業機械作業の実習や農業簿記などを
学びます。

９月13日、ＪＡ群馬青年部協議会親善球技大会
が前橋市の登利平桃ノ木川グラウンドで開かれ、
当ＪＡの青年部からあずま支部・あかぼり支部の2
チームが出場しました。

全６チームでリーグ戦を行い、あずま支部が優
勝しました。おめでとうございます。

JA群馬青年部協議会親善球技大会

８月28日、当JAは本店で令和５年度第３回中堅職
員人材育成研修会を開き、各事業部から選出された職
員11人が参加しました。

今回は元上毛新聞社取締役の武藤洋一さんを講師に
招き、剣道の団体戦や相撲などの例、仕事の全体を見
ながらまとめ役として指示していく立場など、中堅の
重要な役割を学びました。

令和5年度中堅職員人材育成研修会

ゴルフ・グラウンドゴルフで交流

▲優勝したあずま支部の皆さん

ＪＡ佐波伊勢崎年金友の会連絡協議会は
玉村ゴルフ場で、第17回ＪＡ佐波伊勢崎年
金友の会連絡協議会ゴルフ大会を開き、男
女合わせて102人が参加しました。

（　）は所属支店名、敬称略

９
14

▲優勝した小暮さん

結　果
【
優　
勝
】　
小
暮　
敏
夫
（
南
）

【
準
優
勝
】　
高
柳　
一
三
（
あ
か
ぼ
り
）

【
３　
位
】　
宮
田　
隆
行
（
南
）

ＪＡ佐波伊勢崎園芸協議会さかい支部は
境広瀬川河川敷グラウンドゴルフ場で、グ
ラウンドゴルフ大会を開き、28人が参加
しました。　　　        (　)は地区名、敬称略

９
２

▲優勝者（前列中央）と役員ら

結　果
【
男
性
優
勝
】　
吉
澤　
俊
夫
（
う
ね
め
）

【
女
性
優
勝
】　
吉
澤
美
代
子
（
う
ね
め
）
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わたしの
　おすすめ料理

Let's   enjoy cooking!!

高
齢
の　

先
輩
方
と　

久
び
さ
に

カ
ラ
オ
ケ
唄
う　

納
涼
会
な
り

原
　
　
藤
枝

蝉
な
か
ぬ　

異
状
な
年
と　

思
い
き
や

秘
か
に
季
は　

巡
り
き
て
い
る

　
町
田
ヨ
シ
エ

玉村地区女性部短歌会

10月
うたの
ひろば

９月５日、JA佐波伊勢崎女性組織協議会は調理施設「かきつばた」で、JA赤城たち
ばなのAKAGIグリーンアメニティー部会との
対話集会を初めて開き、27人が参加しました。

AKAGIグリーンアメニティー部会は専業農
家の女性が所属しています。自己紹介や各組織
の活動を話した後、部会員が講師となってまん
じゅうと野菜たっぷりのすいとんを作りました。

また、お互いの活動や地域の特色、農業のこ
となどを幅広く話し合い、理解を深めました。

JA佐波伊勢崎女性組織協議会
AKAGIグリーンアメニティー部会との対話集会

くり抜く時にかぼちゃの皮が破
れやすいので、1cmほど中身を
残してくり抜くとよいです。

2かぼちゃサラダ

1バターナッツかぼちゃの
　 マカロニグラタン

●   ●   ● ● ●

●   ●   ● ● ●

玉村町板井　中島 洋子 さん

バターナッツかぼちゃのマカロニグラタン

& かぼちゃサラダ

９月２日、JA佐波伊勢崎女性組織協議会は、境広瀬川河川敷グラウンドゴルフ場で、
第28回グラウンドゴルフ大会を開き、55人が
参加しました。日差しが強く暑い日でしたが、
元気に和気あいあいとプレーを楽しみました。

大会の結果は次のとおりです。
（　）は地区名、敬称略

【優　勝】　谷田部 スミ子（伊勢崎）
【準優勝】　松村 喜久代（東）
【３　位】　伊丹 ミチ子（伊勢崎）

JA佐波伊勢崎女性組織協議会
グラウンドゴルフ大会

▲左から松村さん、谷田部さん、伊丹さん

① よく洗ったかぼちゃを耐熱皿に乗せ、ラップをしてレン
ジ（500W）で４分ほど加熱。縦半分に切り、再度ラップ
をしてレンジで４分加熱する。

②中をくり抜き、種とワタは取り除く。
③ 玉ねぎは薄くスライス、ベーコンは食べやすい大きさに切る。
④ 鍋にバターを入れ、弱火で❸を炒める。火が通ったら小

麦粉を入れてよく混ぜ、１分炒める。
⑤ 牛乳・塩・くり抜いたかぼちゃの中身を入れてよく混ぜ、

沸騰したら弱火にして５分煮込む。
⑥ 別の鍋にお湯を沸かし、マカロニをゆでる。ゆであがっ

たらザルに取って水けをきる。
⑦❺に❻を入れ、弱火で１分加熱する。
⑧くり抜いた器に❼を詰め、ピザ用チーズをのせる。
⑨ オーブントースターで３～５分、チーズに軽く焼き目が

つくぐらいまで焼いたら、できあがり。

レンジで５分加熱したかぼちゃ
に、スライスして水にさらした
玉ねぎ・カリッと炒めたベーコ
ン・調味料（マヨネーズ大さじ
２・粒マスタード大さじ１・砂
糖小さじ１・塩こしょう少々）
を混ぜ合わせたらできあがり。

◦バターナッツかぼちゃ
　　       ･･･････････････1/2個
◦玉ねぎ ･････････････････ 50g
◦ベーコン ･･･････････････ 4枚
◦バター ･････････････････ 20g
◦小麦粉 ････････････小さじ2
◦牛乳 ･････････････････ 300ml
◦マカロニ ･･････････････ 50g
◦塩 ･･････････････････ 2つまみ
◦ピザ用チーズ ･･･････ 30g

●材 料 【３人分】

1バターナッツかぼちゃのマカロニグラタン 2かぼちゃサラダ

●作り方 ●作り方

ワンポイントアドバイスワンポイントアドバイス

−−2023.2023.10−10− 飛翔 飛翔7



― 今月号より、地区ごとに若手職員を紹介していきます！―
JA Information

境地区

さかい支店　佐
さ と う

藤 莉
り こ

子（24歳）

さかい営農センター　阿
あ く つ

久津 哲
て つ し

士（23歳）

　９月から11月末まで年金推進強化月間を行っています。
年金口座を開くと入会いただける「ＪＡ佐波伊勢崎年金友の
会」では、グラウンドゴルフ大会や旅行など楽しいイベント
も盛りだくさんです。ぜひご検討ください。

　11月12日（日）にさかい産業祭が行われます。青年部境支部のブース
や新鮮野菜の販売など、ＪＡも参加しますのでぜひご来場ください。

【仕事内容】渉外活動で投資信託、年金、ＪＡカー
ド、ネットバンク、ローン、定期貯金などの推
進です。

【心がけていること】組合員・お客様との日常
会話から、困っていることやこちらから提案で
きるものはないか探しています。迅速で丁寧な
対応で組合員の方々、職員からも信頼してもら
えるように心がけています。

【今後の目標】組合員の方々をはじめ、お客様の
将来を金融面でサポートしていきたいです。また、
私の大好きな地元である伊勢崎市の発展と貢献の
手助けをしたいと思います。

【仕事内容】品質向上や新しい品種の紹介のため、種苗会社や出荷先市場
など関係機関と連携して栽培講習会や規格目揃え会を計画・実施。生産者
の方々に市場および産地情勢などの情報提供の場を設けています。
�《センターでの担当品目》
���辛味大根、にら、ブロッコリー、なす、きゅうり、
  とうもろこし、いちご、ズッキーニ、赤しそ
《佐波伊勢崎全体の統括品目》
���辛味大根

【心がけていること】自発的に挨拶と返事をしっ
かり行うこと。生産者さんと積極的に会話し、
コミュニケーションをとることを意識しています。

【今後の目標】まずは販売担当として、自分の
担当品目だけでなくいろいろな品目についての
質問に答えることができるように、知識を増や
していきたいです。また、早く一人前になれる
ように、常日頃から農業に関することに興味を
持ち、多くの情報を頭に入れたいです。

　彼の持ち味である素敵なスマイル
と丁寧な組合員対応はとても評判が
良いです。今後もさかい営農セン
ターの顔として業務を行ってほしい
と思います。

　佐藤担当は元気で丁寧なお客様対応で
みんなから愛されキャラとして頑張って
います。第 36代観光特使ひまわりとして
の経験を活かして、今後もＪＡ職員とし
ての更なる活躍を期待しています。

所属長より

さかい支店の佐藤莉子です。
入職して３年目になります。
好きな野菜は、ねぎ・トマト・にら。
趣味は、野球観戦・旅行・ドライブ
です。

さかい営農センターの阿久津哲士
です。入職して２年目になります。
好きな野菜は、なす・ねぎです。
趣味は、ライブに行くこと・バイ
ク・野球です。

所属長より

さ か い 営 農 セ ン タ ー か ら の お 知 ら せ

さ か い 支 店 か ら の お 知 ら せ

飛翔飛翔 −2023.10− −2023.10− 8



Agri Memo

高品質麦の安定生産
　

令
和
５
年
産
麦
は
、
３
月
以
降

が
温
暖
に
推
移
し
た
た
め
平
年
よ

り
成
熟
期
が
大
幅
に
前
進
し
、
枯

熟
れ
様
症
状
が
多
発
し
ま
し
た
。

令
和
６
年
産
麦
に
つ
い
て
、
栽
培
の

ポ
イ
ン
ト
を
確
認
し
、
気
象
の
変
化

に
対
応
し
た
高
品
質
麦
の
生
産
を

目
指
し
ま
し
ょ
う
。

　

作
土
深
15
㎝
以
上
が
目
安
で

す
。
作
土
層
を
増
や
し
、
根
を
深

く
伸
ば
せ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
土
塊
が
大
き
い
と
発
芽
不

良
が
増
加
す
る
た
め
、
砕
土
・
整

地
を
し
っ
か
り
行
い
ま
し
ょ
う
。

種
子
消
毒

　

小
麦
な
ま
ぐ
さ
黒
穂
病
、
大
麦

斑
葉
病
等
の
防
除
の
た
め
必
ず
実

施
し
ま
し
ょ
う
。

播
種
時
期
・
播
種
量

　

早
播
き
は
凍
霜
害
に
遭
い
や
す

く
な
る
た
め
、
適
期
に
播
種
を
行

い
ま
し
ょ
う
。

播
種
適
期
：
11
月
中
～
下
旬

播
種
量
：
８
㎏
／
10
a

播
種
深
度

　

３
㎝
程
度
を
目
安
と
し
、
畑
は

深
播
き
に
な
り
や
す
い
の
で
深
さ
を

確
認
し
な
が
ら
作
業
し
ま
し
ょ
う
。

 

1
深
耕

 

2
種
子
消
毒

 

3
播
種
時
期・播
種
量

 

4
播
種
深
度

浅
播
き
は
乾
燥
害
や
除
草
剤
の
薬

害
が
発
生
し
や
す
く
、
深
播
き
は

二
段
根
と
な
り
生
育
の
遅
れ
や
分

げ
つ
抑
制
に
つ
な
が
り
ま
す
。

五
、
施
肥
量

　

表
を
参
考
に
、
地
力
・
品
種
毎

に
適
切
な
施
用
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

　　

麦
踏
み
は
、
分
げ
つ
促
進
、
倒

伏
軽
減
、
凍
霜
害
の
回
避
な
ど

の
効
果
が
あ
り
ま
す
。
麦
の
３
葉

期
頃
か
ら
茎
立
ち
前
ま
で
に
３
～

４
回
行
い
ま
す
。
土
壌
凍
結
時
や

土
壌
水
分
の
多
い
場
合
は
避
け
ま

し
ょ
う
。

表　施肥量の目安(窒素成分：kg/10a)

麦種 品種 基肥 追肥

小麦

さとのそら ８ ２～４

つるぴかり ６～８ ２～３

ゆめかおり ６～７ ２～４

六条大麦 シュンライ ５～７ ２～３

二条大麦 サチホゴールデン ５～６ －

 

5
施
肥
量

 

6
麦
踏
み

七
、
雑
草
防
除

　

近
年
、
雑
草
の
繁
茂
に
よ
り
収

穫
物
に
雑
草
の
種
子
が
混
入
し
た

り
、
収
穫
を
断
念
す
る
ケ
ー
ス
が

見
受
け
ら
れ
ま
す
。

①�

砕
土
・
整
地
を
し
っ
か
り
行
い

ま
し
ょ
う
。

②�

播
種
前
に
発
生
し
た
雑
草
を

し
っ
か
り
と
枯
ら
し
ま
し
ょ
う
。

③�

倍
率
・
散
布
量
を
厳
守
し
、
土

が
乾
い
て
い
る
場
合
、
登
録
の

範
囲
内
で
希
釈
水
量
を
多
め
に

散
布
し
ま
し
ょ
う
。

④�

播
種
後
は
速
や
か
に
散
布
し
て

く
だ
さ
い
。

⑤�

早
播
き
は
雑
草
の
発
生
を
助
長

し
、
除
草
剤
の
効
果
を
低
下
さ

せ
る
た
め
、
適
期
に
播
種
を
行

い
ま
し
ょ
う
。

　

イ
ネ
科
雑
草
が
多
発
し
た
ほ
場

は
、
播
種
作
業
を
一
番
最
後
に
行

う
、
年
明
け
頃
に
も
う
一
度
散
布

す
る
等
対
策
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

①�
雑
草
の
生
育
を
確
認
し
、
使
用

時
期
を
失
し
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

 

7
雑
草
防
除

 

【
土
壌
処
理
剤
】

 
【
茎
葉
処
理
剤
】

②�

散
布
直
後
に
降
雨
が
予
想
さ

れ
る
場
合
は
使
用
を
さ
け
ま

し
ょ
う
。

　

次
の
病
害
は
発
生
す
る
と
出
荷

が
出
来
な
く
な
る
恐
れ
が
あ
る
た

め
、
し
っ
か
り
と
防
除
を
行
い
ま

し
ょ
う
。

　

畑
麦
栽
培
で
は
特
に
注
意
が
必

要
で
す
。
種
子
消
毒
を
必
ず
実
施

し
、
防
除
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

　

麦
種
毎
の
薬
剤
散
布
適
期
に
本

田
防
除
を
実
施
し
ま
し
ょ
う
。

①
小
麦　

開
花
期
～
開
花
盛
期

②
二
条
大
麦　

葯
殻
抽
出
始
期

③
六
条
大
麦　

穂
揃
期

（
伊
勢
崎
地
区
農
業
指
導
セ
ン
タ
ー
）

 

8
病
害
対
策

 【
な
ま
ぐ
さ
黒
穂
病
】

 【
赤
か
び
病
】

写真　なまぐさ黒穂病

−−2023.2023.10−10− 飛翔 飛翔9



B u n g e i文芸

読
者
の
声

　

飛
翔
８
月
号
に
寄
せ
ら
れ
た
お
た
よ
り
を
紹
介
し
ま
す
。

友
語
る
雲
に
な
り
し
や
笑
顔
み
せ

伊
勢
崎
市
今
泉
町　
松
島　
敦
美

爽
や
か
に
野
球
少
年
帽
子
投
げ

玉
入
れ
の
写
す
カ
メ
ラ
に
赤
と
ん
ぼ

伊
勢
崎
市
戸
谷
塚
町　
樋
口　
幸
子

秋
草
や
育
ち
盛
り
で
延
び
放
題

夕
立
の
音
に
驚
ろ
き
泣
く
子
供

伊
勢
崎
市
境
下
武
士　
星
野
幸
次
郎

猛
暑
日
や
七
色
咲
く
や
傘
の
花

ず
ん
だ
餅
緑
あ
ざ
や
か
盆
迎
え

伊
勢
崎
市
境
下
武
士　
遠
藤　
勝
治

木
犀
の
散
る
階
を
歩
み
け
り

リ
ス
ト
聴
く
色
な
き
風
の
流
れ
来
る

伊
勢
崎
市
境
下
武
士　
中
島　
　
薫

見
に
御
出
で
与
六
田
ん
ぼ
へ
稲
穂
波

玉
村
町
上
新
田　
新
井　
和
夫

爽
や
か
に
出
迎
へ
ら
る
る
無
人
駅

兵
庫
県
明
石
市　
小
田　
慶
喜

秋
麗
ら
好
き
な
詩
こ
ゑ
に
出
し
歩
む

兵
庫
県
明
石
市　
小
田　
和
子

「
迷
い
し
子
」

杜
の
杉
を
目
指
し
野
良
路
を
ジ
グ
ザ
グ
と

屋
敷
に
阻
ま
れ
見
失
い
け
り

漸
く
に
帰
れ
て
框
か
ま
ち
に
突
っ
伏
せ
り

声
も
出
ぬ
ほ
ど
疲
れ
果
て
に
き

幼
き
は
方
角
間
違
え
一
夜
帰
ら
ぬ

便
り
き
く
だ
に
哀
れ
極
す
る

伊
勢
崎
市
戸
谷
塚
町　

飯
島
美
枝
子

あ
ゝ
痛
い
腰
の
痛
さ
に
泣
き
ッ
つ
ら

床
の
中
寝
す
ぎ
て
起
き
ず
寝
る
日
か
な

伊
勢
崎
市
境
下
武
士　
星
野
幸
次
郎

又
汚
職
風
力
風
に
札
束
飛
や

白
球
や
汗
と
涙
の
一
〇
七
年

伊
勢
崎
市
境
下
武
士　
遠
藤　
勝
治

梅
干
で
日
の
丸
み
た
い
弁
当
が

玉
村
町
上
新
田　
新
井　
和
夫

敬
老
の
日
は
い
つ
も
よ
り
背
す
じ
ピ
ン

兵
庫
県
明
石
市　
小
田　
慶
喜

赤
と
ん
ぼ
追
う
孫
を
追
う
幸
福
感

兵
庫
県
明
石
市　
小
田　
和
子

年
重
ね
思
い
聞
か
ぬ
や
足
元
に

淋
し
く
我
の
胸
の
内
か
な

伊
勢
崎
市
今
泉
町　
松
島　
敦
美

障
子
紙
身
体
故
障
で
頑
張
れ
ず

途
中
知
人
に
続
き
を
頼
む

夢
の
中
外
国
旅
行
広
々
と

夢
も
楽
し
い
心
う
き
う
き

伊
勢
崎
市
境
下
武
士　
星
野
幸
次
郎

近
づ
い
て
又
遠
の
く
や
天
体
シ
ョ
ー

劇
場
ひ
ろ
く
奥
又
深
し

土
用
干
し
色
あ
ざ
や
か
し
味
き
ま
る

猛
暑
に
負
け
ぬ
朝
の
一
粒

伊
勢
崎
市
境
下
武
士　
遠
藤　
勝
治

あ
ん
な
に
も
暑
か
っ
た
夏

谷
川
岳
に
冠
雪
の
あ
り

玉
村
町
上
新
田　
新
井　
和
夫

秋
雨
に
暑
き
大
地
が
ふ
う
と
息

吐
き
て
腕
組
む
環
境
問
題

兵
庫
県
明
石
市　
小
田　
慶
喜

網
戸
へ
と
飛
び
来
て
轡
虫
の
鳴
く

シ
ョ
パ
ン
の
ノ
ク
タ
ー
ン
聴
い
て
い
る
の
に

兵
庫
県
明
石
市　
小
田　
和
子

俳 

句

俳 

句

短 
歌

短 
歌

川 

柳

川 

柳

伊
勢
崎
市
境
下
武
士　

星
野
幸
次
郎

「
優
し
い
」

○や
や
っ
ぱ
り
会
い
た
い　

○さ
淋
し
い
気
持

  

○し
親
し
い
彼
女　

○い
い
つ
も
に
こ
に
こ

「
友
達
」

○と 

友
に
逢
い
た
い　

○も
モ
デ
ル
も
い
い
が

○だ
大
好
き
す
べ
て
だ　

○ち
知
能
バ
ツ
グ
ン

折
り
込
み
都
々
逸

折
り
込
み
都
々
逸

　
毎
日
忙
し
い
日
々
を
送
っ
て
い

ま
す
。
〇
月
の
花
の
コ
ー
ナ
ー
で

紹
介
さ
れ
て
い
る
花
の
写
真
を
観

て
、心
が
い
や
さ
れ
ま
す
。（Ｙ

さ
ん
）

　
い
つ
も
最
後
の
ペ
ー
ジ
に
あ
る
、

大
竹
光
司
さ
ん
の
花
の
説
明
を
い

つ
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
私
の

覚
え
て
い
た
植
物
の
名
前
が
正
し
か

っ
た
の
か
確
か
め
ら
れ
た
り
、ま
た

そ
れ
に
ま
つ
わ
る
ち
ょ
っ
と
し
た

話
な
ど
も
い
い
で
す
ね
。（
Ｏ
さ
ん
）

　
コ
ー
ナ
ー
へ
の
感
想
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
最
近
は
暑
く
て

外
を
歩
い
て
植
物
を
見
る
と
い
う

機
会
が
あ
ま
り
な
い
の
で
す
が
、

「
今
月
の
花
」
で
道
端
か
ら
野
山
ま

で
様
々
な
場
所
で
咲
く
花
を
知
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
季
節
も
感
じ

ら
れ
る
の
で
編
集
担
当
も
楽
し
み

に
し
て
い
る
コ
ー
ナ
ー
で
す
。
今
後

も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
今
回
は
読
者
の
方
か
ら
届
い
た

イ
ラ
ス
ト
を
ご
紹
介
！

　
8
月
号
の
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
の
答

え
が「
ア
キ
ナ
ス
」だ
っ
た
の
で
、

野
菜
の
イ
ラ
ス
ト
が
届
き
ま
し
た
。

　
編
集
担
当
は
子
ど
も
の
頃
な
す

が
苦
手
だ
っ
た
ん
で
す
が
、
マ
ー

ボ
ー
ナ
ス
を
食
べ
て
か
ら
大
好
き

に
な
り
ま
し
た
。
最
近
ハ
マ
っ
て

い
る
食
べ
方
は
「
か
ら
揚
げ
」。

外
は
カ
リ
ッ
、
中
は
じ
ゅ
わ
っ
と

し
て
お
い
し
い
で
す
。
ぜ
ひ
作
っ

て
み
て
く
だ
さ
い
。

今
年
も
産
業
祭
・
農
業
ま

つ
り
を
開
催
し
ま
す
！（
詳
細

は
14
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

秋
は
農
作
物
の
収
穫
に
感

謝
す
る
意
味
合
い
で
祭
り
が

多
く
な
り
ま
す
。
農
家
は
自

然
と
の
闘
い
で
す
。
夏
の
少

雨
、
台
風
な
ど
を
乗
り
切
っ

た
結
果
、
黄
金
色
に
輝
い
た

稲
穂
が
実
る
の
で
す
。

そ
ん
な
秋
を
楽
し
め
る
よ

う
様
々
な
催
し
を
予
定
し
て

い
ま
す
。
昨
年
も
た
く
さ
ん

の
来
場
者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し

た
が
、
今
年
も
さ
ら
に
盛
り

上
が
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
！

編集後記

▶
Ｏ
さ
ん

▶
Ｓ
さ
ん
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栄養士●吉田理江

８月号クイズ当選者は次の方々です。
おめでとうございます。

［応募総数14通］     （  ）は町名、敬称略

阿 久 津 盛 夫（伊勢崎市波志江町）
細 井 　 幸 子（伊勢崎市田中島町）
椎 名 　 成 夫（伊 勢 崎 市 境）
青 野 　 政 江（玉 村 町 上 新 田）
織 田 　 有 子（伊勢崎市赤堀今井町）

▶ヨコのカギ ▼タテのカギ

❷ 日光の紅葉の名所。48個のカーブが
あります

❺――大敵、運転中は気を引き締めて
❼白――に身を包んだ花嫁さん
❽ジョギングや水泳、筋トレなどはこの

一種
❿ハウスを使わず作物を育てる――栽培
⓬考えるときにひねるもの
⓮応用に移る前にしっかりと
⓰1カ月の後ろ３分の1
⓲ペンのはキャップと呼ぶこともあります
⓴東京都中央区の地名。豊洲へ移転した

東京都中央卸売市場があった場所
㉑２人でおそろいの服を着ます

❶甘柿の王様と呼ばれることもあります
❷屋内のこと。――派
❸ボンレス――、――サンド
❹漢字では石榴、柘榴などと書く果物
❻たき火に手をかざして取ります
❾飲んで食べて話して楽しみます
⓫山野で生まれ育ったヤマノイモ
⓭奇術師が披露するもの
⓯ベンチよりふかふかしています
⓱富士山の山頂を白くします
⓳漬物やワインを詰めます

■クロスワードを解き、A 〜 Eの順に文字を並べてください。
■ ハガキに ①答え ②住所③氏名 ④年齢 ⑤職業 ⑥電話番号 ⑦本誌の感想や

イラストなどをご記入のうえ、〒372-0812 伊勢崎市連取町3096-1 
　ＪＡ佐波伊勢崎広報係宛にお送りください。
※ 投稿・応募いただいた方の個人情報はプレゼントの発送、紙面での紹介に使用さ

せていただきますのでご了承ください。前記の目的以外には使用いたしません。
■ 締め切りは11月９日（木）（当日消印有効）
　クイズ当選者には、抽選で５名の方に直売所利用券をプレゼント。

ご応募方法 当選者発表

■８月号の答え

□□□□

秋の肌荒れ対策
夏が終わり秋が深まるにつれて、肌の不調を感じること

はありませんか？原因は、夏の紫外線による影響でダメー
ジを受けた肌に、乾いた空気が肌の乾燥を進行させるか
らです。今回は、乾燥肌を改善し、美肌効果が期待でき
るお薦めの栄養素を三つご紹介します。 
■ 脂質

脂質は体を動かす細胞膜の主成分で、体を動かすエネル
ギー源になる栄養素です。不足すると肌が乾燥するため、
乾燥肌対策には欠かせません。オイル、ナッツなどに含ま
れている脂質は、取り過ぎると肥満や脂質異常症を引き起
こしますが、取り過ぎなければ美肌づくりの味方になる栄
養素です。間食にナッツを食べるときは、1日当たり20粒
程度（150 〜 200kcal）を目安に取ると良いでしょう。 
■ ビタミンA

ビタミンAは皮膚の健康をサポートする働きがあるた
め、美肌づくりには欠かせない栄養素です。パプリカ、
トマト、カボチャなどの緑黄色野菜に含まれるベータカ
ロテンは、だいだい色の色素成分で、体内で必要量に応

じてビタミンAに変換されます。ベータカロテンは、油と
一緒に取ると吸収率が高まるため、油炒めやサラダにド
レッシングをかけて食べると良いでしょう。
■ ビタミンB6 

ビタミンB6は、肉、魚、卵、乳製品、大豆製品などの
タンパク質の分解、合成を助け、皮膚や粘膜の健康維持に
働きます。ニンニク、赤ピーマン、ピスタチオ、マグロ（赤
身）、玄米などに含まれており、
不足すると肌荒れなどを招く
ため、秋の肌荒れ対策には欠
かせない栄養素です。主食を
玄米にしたり、炒め物を作る
際にニンニクを加えると手軽
に取れるでしょう。

欠食するとこれらの栄養素
が不足しやすくなってしまい
ます。３食しっかり食べて美
しい肌を保ちたいですね。

ア キ ナ ス

飛翔飛翔

11 −−2023.2023.10−10− 飛翔 飛翔



　８月31日、本店で理事会が開催され、次の事項が
協議されました。

【可決案件】・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

⃝ 役員改選・総代選挙スケジュール（案）について

【報告連絡事項】・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

⃝ 令和５年度仮決算棚卸監査分担表について
⃝ ７月末組合員数及び出資金額一覧表について
⃝ ７月末金融事業部実績について
⃝ 共済推進実績について
⃝ ７月末営農販売事業部実績について
⃝ ７月末生活事業部実績について
⃝ ７月末資産運用事業部実績について

【その他報告連絡事項　19件】・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

 ※理事会の議事録は支店で閲覧できます。
　支店長にお問い合わせください。

理　事　会令和５年８月末日現在事業の概要
項 目 金 額 前年対比

貯 金 高（実残） 1,851億2,782万円 98％
貸付金高（実残） 517億3,467万円 103％
長期共済保有高 3,858億7,154万円 97％
購買品供給高 22億2,877万円 98％
販売品販売高 57億1,667万円 104％

項 目 員 数・金 額 前月対比
正 組 合 員 6,195人 ‐7人
准 組 合 員 13,755人 ‐1人
総 組 合 員 19,950人 ‐8人
出 資 金 24億7,916万円 ‐277  

Vol.31

中も外もしっとりとした
生地がポイント！いつもと
違った食感が楽しめます。

いちごジャムとホイップクリームを
挟んだスイーツメロンパンです。
冷やしてもおいしいです！

しっとりメロンパン

ホイップメロンパン
（いちご）

からか～ぜまゆの郷では、秋の
味覚の栗や生落花生など、直売
所ならではの旬の農産物を取り
揃えております。

この手書き
ＰＯＰが
目印　 11／12

（日）

開催
にも出店しますので

ぜひお立ち寄りください！

さかい産業祭さかい産業祭

万
円

【退 職 者】

お世話になりました （10月７日付） 

　▽前原 ゆきえ《ライフサービス課》

万
円税務無料相談  《開催場所：JAラ♡ラ♡タウン》

藤井会計事務所 11月 2日㈭ 12月 7日㈭ 午後2時〜

干川会計事務所 11月15日㈬ 12月20日㈬ 午後2時〜

法律無料相談  《開催場所：本店》

田中・二階堂法律事務所 11月 8日㈬ 12月13日㈬ 午後1時〜

各支店窓口へお気軽にご相談ください。
（※当日３日前までにお申込みください。）

年金無料相談
本 店 11月12日㈰ 午前9時〜　　　　

　　午前11時まで
お気軽にご相談ください。

ご予約は ☎0270-20-1234まで
（※当日3日前までにお申込みください。）

土地活用無料相談
土地を売りたい！ アパートを建てたい！ など土日も営業！

相談は随時受付をしております。お申し込みは資産運用事業部まで
☎0270-20-1233 【水曜・祝日定休】

予約制 予約制

予約制
予約制

からか
〜ぜ

まゆの
郷

今回は
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JAは伊勢崎市農業まつりを開催するほか、各地区産業祭で直売所の出店や共進会を
行っています！そのほか、さまざまなブース・イベントが盛りだくさん！

※内容は変更になる場合がございますので、ご了承ください。

産業祭 が

やってきました！あずま
産業祭

11月3日金㊗

時間  10：00～14：00
会場  あずま総合運動公園

欅祭
あかぼり

11月５日日

時間  10：00～ 14：00
会場  赤堀コミュニティひろば

さかい
産業祭

11月12日日

時間  10：00～14：00
会場  境ふれあいパーク

玉村町
産業祭
玉村町
産業祭

11月19日日

時間 10：00～15：00
会場 玉村町役場および
　　 JAたまむら支店

伊勢崎市農業まつり
11月17日金・18日土

時間 9：00～15：30
会場 アイオーしんきん伊勢崎アリーナ
　　 （伊勢崎市民体育館）＆周辺施設

《本件に関するお問い合わせ先》　ＪＡ佐波伊勢崎 総務部 管理課  TEL：0270-20-1220

ストップ! 不正軽油!

不 正 軽 油 通 報
フォームからも
受付けています!

不正
軽油

　この度、令和５年６月２日に開催いたしました令和５年度第 30 回通常総代会におきまして、提出議案
「定款変更の件」が可決され、出資口数の最高限度が変更となりました。

出資口数の最高限度　  3,000 口（出資金額 300万円）➡　5,000 口（出資金額 500万円）へ変更

　現在、最高限度の3,000口（出資金額300万円）出資していただいております組合員の方につきましては、
今年度までは配当金は口座に入金させていただきましたが、来年度以降の配当金は出資口数上限5,000口

（出資金額500万円）に達するまでは出資預り金へ振替し、千円を1口として出資金へ振替させていただき
ますので、口座への入金はございません。
　なお、最高限度5,000口（出資金額500万円）までの増資をご希望の方につきましては、大変お手数を
おかけいたしますが、最寄りの支店まで来店いただき、出資金増資のお手続きをお願いいたします。

定款変更による出資口数の最高限度の変更について

不正軽油 110 番　☎ 027-231-2801
（前橋行政県税事務所 県税課 軽油広域調査係）

「自動車に灯油（重油）を給油している人を見かけた」「軽油に灯油（重油）を混ぜて使用
している」など、不正軽油に関する情報をお寄せください。

■お問い合わせ・連絡先

14飛翔飛翔 −2023.10− −2023.10−
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●いつでもどこでも読める
●見逃した記事も30日分さかのぼって読むことが
　できる
●クリップ機能で記事を保存
●写真・動画が見られる
●農業界で注目の話題や関心事、トレンドがつかめる
　アクセスランキング
●紙面ビューアー
　紙面と同じレイアウトで、すべての面が印刷可能

電
子
版
の
特
徴

電
子
版
の
特
徴

※初めて電子版を購読する方は、登録完了後からすぐに電子版をご利用いただけます。登録した当月末までは購読サービス期間となり、翌月分からの請求となります。※JA口座振替でのお支払い
となります。振替に必要な書類等を書いていただく場合がございますので、ご了承ください。※月単位の購読となりますので、購読申込・解約のご連絡は20日（中旬）までにお願いいたします。

ご不明な点がございましたら、総務部企画課（TEL：0270-27-3033）までご連絡ください。

以下の形でメールを送付

カ月 2,403円

【紙面ビューアー】
拡大・縮小も
簡単です！

市況面も、文字を大きくして
確認できます。

電子版なら、「netアグリ市況」
へのアクセスも楽々です。

購読したい端末（スマートフォン・
パソコンなど）からJA佐波伊勢崎
のHPへアクセスし、お問い合わせ
をクリック

1 日本農業新聞に関するお問い
合わせをクリック2

Emailをクリックしメール画面を開く3

4

登録が完了すると「電子版購読開始のご案内」が届き、記載されたメールアドレスと
パスワードでログインできます。

件名：農業新聞電子版購読希望
本文：氏名／住所／連絡先／紙版の農業新聞を購読しているか
（購読している場合は紙版からの切り替え or 追加で電子版を購読するかを記入）

ここを

ここを

日本農業新聞 電子版がお得
購読申込方法

ここを

1

飛翔飛翔
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す
。

と
も
ス
ト
レ
ス
解
消
に
な
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

「
非
日
常
を
味
わ
う
の
が
趣
味
」
と
話
す
髙

「
非
日
常
を
味
わ
う
の
が
趣
味
」
と
話
す
髙

𣘺
さ
ん
。
今
は

𣘺
さ
ん
。
今
は
1919
歳
の
と
き
に
新
車
で
買
っ
た

歳
の
と
き
に
新
車
で
買
っ
た

バ
イ
ク
を
分
解
し
、
当
時
の
状
態
を
で
き
る
だ

バ
イ
ク
を
分
解
し
、
当
時
の
状
態
を
で
き
る
だ

け
再
現
し
て
修
理
し
て
い
ま
す
。「
こ
の
バ
イ

け
再
現
し
て
修
理
し
て
い
ま
す
。「
こ
の
バ
イ

ク
に
は
た
く
さ
ん
の
思
い
出
が
あ
る
。
直
し
た

ク
に
は
た
く
さ
ん
の
思
い
出
が
あ
る
。
直
し
た

ら
初
め
て
行
っ
た
佐
渡
島
に
行
き
た
い
」
と
目

ら
初
め
て
行
っ
た
佐
渡
島
に
行
き
た
い
」
と
目

標
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
バ
イ

標
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
バ
イ

ク
を
通
じ
て
非
日
常
を
楽
し
ん
で
い
き
ま
す
。

ク
を
通
じ
て
非
日
常
を
楽
し
ん
で
い
き
ま
す
。

中
学
の
頃
か
ら
自
転
車
で
出
か
け
る
こ
と
が

中
学
の
頃
か
ら
自
転
車
で
出
か
け
る
こ
と
が

好
き
だ
っ
た
と
い
う
髙
𣘺
武
行
さ
ん
（

好
き
だ
っ
た
と
い
う
髙
𣘺
武
行
さ
ん
（
5757
歳
）。
歳
）。

卒
業
後
に
バ
イ
ク
の
免
許
を
取
っ
て
か
ら
は
、

卒
業
後
に
バ
イ
ク
の
免
許
を
取
っ
て
か
ら
は
、

北
は
北
海
道
、
南
は
三
重
県
ま
で
全
国
を
旅
し

北
は
北
海
道
、
南
は
三
重
県
ま
で
全
国
を
旅
し

て
き
ま
し
た
。

て
き
ま
し
た
。
33
年
前
か
ら
な
す
や
ブ
ロ
ッ
コ

年
前
か
ら
な
す
や
ブ
ロ
ッ
コ

リ
ー
を
栽
培
す
る
農
家
と
し
て
忙
し
い
日
々
を

リ
ー
を
栽
培
す
る
農
家
と
し
て
忙
し
い
日
々
を

送
り
、
最
近
は
群
馬
県
内
や
長
野
な
ど
近
場
に

送
り
、
最
近
は
群
馬
県
内
や
長
野
な
ど
近
場
に

出
か
け
る
こ
と
が
多
い
そ
う
で
す
。

出
か
け
る
こ
と
が
多
い
そ
う
で
す
。YouTube

YouTube

で
情
報
を
集
め
て
お
り
、
好
き
な
ラ
ー
メ
ン
や

で
情
報
を
集
め
て
お
り
、
好
き
な
ラ
ー
メ
ン
や

名
物
、
景
色
な
ど
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

名
物
、
景
色
な
ど
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

現
在
は
ス
ク
ー
タ
ー
も
含
め

現
在
は
ス
ク
ー
タ
ー
も
含
め
88
台
ほ
ど
バ
イ
ク

台
ほ
ど
バ
イ
ク

を
持
っ
て
い
ま
す
。
ど
れ
も
乗
り
味
が
違
う
そ
う

を
持
っ
て
い
ま
す
。
ど
れ
も
乗
り
味
が
違
う
そ
う

で
、
そ
の
日
の
気
分
で
乗
る
バ
イ
ク
を
変
え
て
違

で
、
そ
の
日
の
気
分
で
乗
る
バ
イ
ク
を
変
え
て
違

い
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
工
業
高
校
出
身
な
の
で

い
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
工
業
高
校
出
身
な
の
で

伊
勢
崎
市
国
定
町

髙
槗 

武
行 

さ
ん
◀◀
愛
用
す
る
バ
イ
ク
と

愛
用
す
る
バ
イ
ク
と

◀
修
理
中
の
思
い
出
の
バ
イ
ク

◀
修
理
中
の
思
い
出
の
バ
イ
ク

コルチカム（イヌサフラン）

【写真・文寄稿】  伊勢崎市連取町  大竹 光司さん

10月
 の花

アヤメ科の球根草花で毒草。
春咲きはクロッカスと呼び観賞用に、

秋咲きは薬用に供する。
原産地は地中海沿岸、江戸時代に渡来

した。
花言葉は「私の幸福な日は過ぎた」。

表紙の写真は、JA佐波伊勢崎青年部あかぼり
支部の森下健一郎さん。トマトやキャベツを栽
培しています。

趣味は野球。学生の頃から好きで、現在はあ
かぼり支部のチームに所属しています。20代か
ら40代まで幅広い世代が所属しており、若い農
家との交流や情報交換が楽しいといいます。JA
群馬青年部協議会親善球技大会では県内チーム
の減少により、ソフトボールで参加しました。

農業では、トマトを完熟で収穫するよう徹底
し、味はもちろん、品質や見た目にもこだわっ
ています。「消費者に喜んでもらえるようなお
いしいトマトをつくりたい」と意気込みを話し
てくれました。

▲キャベツの生育を確認▲キャベツの生育を確認

表紙
紹介


